
道路事業の進め方（例）
平成２５年６月３０日 県土整備部道路課

道路事業 流れ 調査 流れ 国と 協議 認可 事業評価

番号７ 八戸野辺地線（駒沢） 追加資料

概略調査
（概略検討）

道路概略設計
（5,000または1/2,500）

計画段階
（ルート検討）

道路事業の流れ 調査の流れ 国との協議・認可 事業評価

事前評価
（事業費、工期他）

改良予定路線協議等
（ルート協議、事業費、B/C等）（概略検討）

（100～50ｍピッチ縦横断）
（ル ト検討）

事業化

（事業費、 期他）（ 協議、事業費、 等）

予備調査
（予備検討）

道路予備設計
（1/1,000）

（20ｍピッチ縦横断）予備設計段階
（構造形式検討）

・各年度毎の予算要求
・各年度毎の実施協議
・工法協議（適宜）

継続評価
（工期、事業費、進捗率、B/C、
優先順位等の審議→公表）

路線（中心線）測量

道路詳細設計（幅杭設計）
（1/1 000）

詳細設計段階

事業完了ま
で毎年

事業完了ま
で毎年

変更経緯等の
報告・説明

事業費や工期等の変更事案

詳細調査
（構造物含む）

（1/1,000）

構造物詳細設計

用地測量（買収）

（工種別数量確定） 5年未着手
10年継続

事業費や工期等の変更事案
が発生した段階で適宜協議

試験施工

施工段階
（試験施工含）

埋蔵文化財調査
（調査費用の確定）

【計画変更】
起終点の変更や主要構造物
（橋梁、トンネル等）の新設又
は廃止等の事案が生じた場合

再評価委員会併行協議

試験施工
＋施工中の動態観測

施 工
再評価後
5年毎

6
1




